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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

次期がん対策推進基本計画に向けて小児がん拠点病院および連携病院の小児がん 

医療・支援の質を評価する新たな指標開発のための研究 

分担研究報告書 

 

「東北地区における指標開発のための分担研究遂行」 
 

研究分担者 笹原洋二 東北大学大学院医学系研究科発生 発達医学講座小児病

態学分野 准教授 

 

 

A. 研究目的 

東北大学病院は東北ブロックにおいて

唯一の小児がん拠点病院である。 

本研究分担では、研究班における 

QI(Quality Indicator)策定についての

議論に参加し、東北ブロックにおける小

児がん拠点病院および小児がん連携病院

9 施設において QI の評価を推進すること

と、これらの結果をもとに、東北ブロッ

ク内における小児がん医療提供体制のあ

り方について検討することを目的とし

た。 

 

B. 研究方法 

1.研究班全体における QI策定の議論への

参画 

東北ブロック内の小児がん診療の実情

を踏まえ、QI 策定についての議論に参画

した。 

2.東北ブロックにおける小児がん拠点病

院での QI評価 

東北大学病院における QIによる評価を

行った。 

3. 東北ブロックにおける小児がん連携

病院での QI 評価 

東北ブロックにおける小児がん連携病 

院 9施設に QI評価依頼を行った。 

（倫理面への配慮） 

小児がん患者の個人情報管理について 

は十分配慮した QI 評価内容であり、各

施設における配慮を依頼した。 

 

研究要旨 

東北大学病院は東北ブロックにおける唯一の小児がん拠点病院として、東北

ブロックにおける小児がん医療体制の構築と連携強化を行っている。 

本研究分担では、研究班における QI(Quality Indicator)策定についての議

論に参加し、東北ブロックにおける小児がん拠点病院および小児がん連携病

院 9 施設の QI の評価を推進し、東北大学病院における具体的な QI 評価を行

った。これらの結果をもとに、東北ブロック内における小児がん医療提供体

制のあり方について検討した。 
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C. 研究結果 

1.研究班全体における QI策定の議論への

参画 

研究班会議での QI 策定原案をもとに、

東北ブロックとしての意見を述べた。 

2.東北ブロックにおける小児がん拠点病

院での QI評価 

小児がん拠点病院を対象として策定さ

れた項目に従い、診療録管理士の協力の

もと、各項目について、小児がん患者の診

療録を基盤として QIによる評価を行った。 

その結果、病理診断ができるまでの機

関が長い傾向にあることが昨年同様判明

し、その要因としては病理医不足が最も

考えられた。今後は、その具体的な克服に

ついて検討を進める予定である。 

3. 東北ブロックにおける小児がん連携

病院での QI評価 

東北ブロックにおける小児がん連携病 

院 9 施設の全施設より協力の同意を得る

ことができた。小児がん連携病院でのス

タッフの負担軽減および一定の評価を得

るための具体的な評価項目の策定の議論

に参加した。小児がん連携病院を対象と

して策定された項目に従い、診療録管理

士の協力のもと、各項目について、小児が

ん患者の診療録を基盤として QIによる評

価依頼を行った。現在各施設からの報告

を収集中である。 

 

D. 考察 

全体的な QI作成について議論に参加 

し、小児がん診療体制の改善における項

目について整理することができた。   

QI評価については、診療録管理士の協

力が不可欠であり、当院では全面的な協

力を得ることができた。東北大学病院が

他の小児がん拠点病院と比較して改善す

べき点として、昨年同様病理診断までの

期間の長さが挙げられた。この件につい

ては、病理医と検討して、病理診断まで

の日数短縮のための具体的な方策を検討

し、検体提出後になるべく早く化学療法

を行うべき症例については情報共有する

ことで短縮を図ることとした。 

 小児がん連携病院ではスタッフの負担

軽減および一定の評価を得るための具体

的な評価項目の策定が重要であり、今回

の結果を踏まえて小児がん連携病院の小

児がん診療の質の向上に努める予定であ

る。 

 

E. 結論 

研究班における QI(Quality  

Indicator)策定についての議論に参加し、

東北ブロックにおける小児がん拠点病院

および小児がん連携病院 9施設の QIの評

価を推進し、東北大学病院における具体

的な QI評価を行った。これらの結果をも

とに、東北ブロック内における小児がん

医療提供体制のあり方の指標として活用

することができた。 

 

F. 健康危険情報 

特記すべきことなし。 
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2. 学会発表 

1) 笹原洋二 

特別講演 原発性免疫不全症と脊髄性筋

萎縮症に対する新生児マススクリーニン

グー国内外の現況と宮城県における取組

みー 

第 134回日本小児科学会福島地方会 

福島県立医科大学講堂、福島市 

令和 3年 6月 6日 

2) 笹原洋二 

教育講演 先天性血小板減少症・異常症 

第 83回日本血液学会学術集会 

仙台国際センター、仙台市 

令和 3年 9月 23-25日 

3) 笹原洋二 

共催セミナー：原発性免疫不全症の診断

と治療における最近の話題 

第 5回日本免疫不全・自己炎症学会学術

集会 

令和 4年 2月 11-12日 

御茶ノ水ソラシティカンファレンスセン

ター、東京 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 

 

 

 


